
３ その他業務及び組織の全般 （第二期中期目標期間終了時見込業務実績評価の結果により検討）

１ 業務の継続の必要性

中でも健康福祉分野では、

【取組等】
◆「青森県型地域共生社会」の実現のため、
保健・医療・福祉体制の一層の充実を図る
◆県民の健康づくりの意識の更なる向上や
生活習慣病対策等に取り組む

青森県基本計画「選ばれる青森」への挑戦
～支え合い、共に生きる～

【課題】
◆２０２５年問題への対応
◆県民の平均寿命・健康寿命の延伸

保健大学の役割

◆保健、医療及び福祉の中核的役割
を果たす人材の育成

◆教育研究成果の地域社会への
還元等

県民の健康と生活の向上への寄与

大学が担う役割から、県の取組を進
めていくうえで、業務継続の必要性は
高い

県は、自律的かつ弾力的な運営などを図るた
め、平成２０年４月に保健大学を法人化

２ 組織の在り方

公立大学法人化のメリットを活かした運営を継
続しており、法人化の効果は高い

◆理事長が学長を兼ね、経営及び教育研究の
両面を統括

◆地域貢献と研究の推進に取り組むため、
「地域連携・国際センター」と「研究推進・知的
財産センター」を設置・運営

◆人事評価制度導入や、管理運営業務の効率
化により、教育研究の活性化や適切な事務
組織の確保を推進

保健大学の組織運営

業務及び組織の全般については、適切かつ妥当な運営が
図られていると判断

青森県地方独立行政法人評価委員会

【第二期中期目標期間見込業務実績評価】
◆総評
中期計画については、総じてほぼ計画どおりに実施できる
見込みであると判断され、「中期目標を達成している」と
評価できる

◆業務の実施状況
全体として中期計画に定めた事項は着実に実施されている

◆組織、業務運営等に係る改善事項等
特に改善勧告を要する事項はない

【第二期中期目標期間終了時見込業務実績評価（項目別）】 【評価】

（１）教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための計画（教育） 達成

（２）教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための計画（研究） 達成

（３）教育研究等の質の向上に関する目標を達成するための計画（地域貢献）
おおむね
達成

（４）業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための計画 達成

（５）財務内容の改善に関する目標を達成するための計画 達成

（６）教育及び研究並びに組織及び運営の状況について自ら行う点検及び評価
並びに当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するための計画

達成

（７）その他業務運営に関する重要目標を達成するための計画 達成

※５段階評価（特筆すべき、達成、おおむね達成、やや不十分、著しく不十分）

公立大学法人青森県立保健大学の第二期中期目標期間終了時における業務・組織全般の検討について【概要】（案）

◆大学業務の継続が必要であり、運営組織としては保健大学の存続が適当である
◆保健大学の業務運営は、全般的に適切かつ妥当なものと判断されるため、地方独立行政法人法第７９条の２第１項に規定する「所要の措置」
を講ずる必要性は認められない

◆なお、地域の保健、医療及び福祉体制の充実等のため、第三期中期目標期間において県との連携のもと取組の一層の推進が期待される

参考資料２ （第１回委員会後修正版）


